
令和３年２月
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が参加した。

３：８０％以上の教員が参加した。

２：６０％以上の教員が参加した。

１：参加した教員が６０％未満であった。

　開校39年　児童数150名、　6学級、　サポートルーム拠点校
　教員数16名（巡回指導教員3名）、　スクールカウンセラー1名、　特別支援教育専門員１名、　事務２名、　栄養士1名、　用務主事3名、　時間講師２名、　学習指導講師1名、　学校特別支援員1名、　副校長アシスタント1名、
読書学習司書１名、教員支援員１名
　校内研究　研究主題「友達と関わり合いながら学びを深める児童の育成」　　　副主題「主体的に学ぶための工夫を通して」
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　今年度は、体育的行事や体育の学
習内容について実施できなかったも
のが多かったことから、運動習慣を
確立させるために
・休み時間中に使える運動具の種類
を増やす
・密にならない工夫をし、できる限り
体育朝会を実施する
ことを重点において児童の体力向上
の工夫をした。
　更に、持久走や縄跳びの取組に向
け、体育委員会の児童が運動の仕
方をポスターにして掲示するなど、学
校全体で運動に取り組む雰囲気作り
を行ってきた。今後も多くの児童が
楽しく運動できる学校づくりを、全校
で行っていく必要がある。
（児童アンケート回答者数147人）

B

令和２年度　大田区立大森東小学校　自己評価　報告書
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地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
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　校内ではコロナウイルス感染症拡
大防止のため外部講師を招聘する
ことができなかった。また地域の行
事もほとんどが中止になり、児童が
参加することができなかった（取組評
価や成果指標の評価を計画通りに
行うことができなかった）。
　次年度以降も同様の状況が続くこ
とを想定し、地域との新しい連携方
法について、地域教育連絡協議会と
一緒に検討していく。
（児童アンケート回答者数147人）

・夏の団地祭には、児童生徒の参加協力を長く続けてい
る。本当に感謝申し上げます。ありがとうございます。
・校長先生が校長室で地域の人を招いて「校長カフェ」で
話をして交流する機会を作ってくださっている。とても地
域に開かれている学校と感じる。
・副校長先生に児童のことを相談すると、よく話を聞いて
くださり対策を講じていただいている。
・校長先生の「毎日が学校公開」という方針がコロナ禍に
よって実施されていないことが残念です。地域、PTAとし
てできることがあれば協力していきたいと思います。
・今年はコロナ禍で人や社会とのつながりが分断され、
本当に大変な1年でした。このような特殊な状況にあって
も、どうすればつながり合えるか一緒に考えていきたい
と思います。
・学校、地域行事の再開を願って協力したい。
・コロナ禍において地域との連携が取れなかったが、毎
月の学校だよりを通し、学校での取組、子供たちの様子
を読み取ることはできた。新しい連携方法として写真付
きの広報誌などでお知らせ頂けるとより分かりやすいと
感じている。
・正門横の掲示板にはってある仕様や写真など、差支え
のない範囲内で各自治会の掲示板や回覧板に載せても
よいのではないでしょうか。
・今年度はコロナ禍ということで楽しい行事がなく残念で
した。
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学校関係者記入欄
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〇「成果指標」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

児童が参加する地域の行事に参加する。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。
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大森東小「学習のきまり」について、児童
に徹底するために繰り返し指導する。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。
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Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童が自分のよいところを見付けられる取
組を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

Ｃ

Ｄ

4

　教員同士で授業参観を行った後に
は、協議会を実施し、評価を真摯に
受け止めることで授業改善に努めて
きた。
　保護者のアンケートでは、肯定的
な回答が９０％であった。今後はさら
なる授業改善を図るために、校内研
修やOJTの充実を目指していく。
　若手教員はOJT研修を軸に自己の
課題を明確にして授業を公開した
り、主任教諭や主幹教諭から指導助
言をもらう時間を設けるようにする。
また、教科指導以外のOJTの実施
や、成果や課題を記録に残す等、持
続可能な研修体制を模索していく。
(保護者アンケート回答者数105人)
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Ａ

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

・大森東小のきまりが児童の意識に浸透したことが
良い。
・実行性の高いプランが策定され実践したことが良
い。
・子供たちが宿題にしっかり取り組んでから遊びに
移行している。「やるべきことをやる！」という目標を
しっかり守っている様子がうかがわれる。
・全ての児童に細かな指導を行うことは難しいと思
いますが、ごく一部の先生に諦めが早い方がいると
聞きます。
・一人一人に合わせた学習、コミュニケーションを大
切にした授業は、子供たちの学ぶ意欲につながっ
ていると思います。今年は授業を拝見できず残念で
したがこれからも個を大切にした授業をお願いしま
す。
・外国語教育のますますの充実を希望。
・きまりを守ることができていると答えた子が80％と
のこと。今後も主体的・対話的な授業を行いながら
規範意識も高めていっていただけるとよい。
・本校においては児童数が少ないため、個別指導
が充実して行われている。しかし、教員の人数も少
なく先生方の負担が大きいと感じる。

　主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業に取り組むことで、児
童に興味・関心をもたせる学習指導
を意識して進めることができた。ICT
機器を活用した授業に取り組んでお
り、さらに効果的な活用方法を取り
入れ、指導につなげていく。
　大森東小「学習のきまり」を意識し
て教育活動を行うことができた。きま
りに関する児童アンケートでは、９項
目のうち８項目で８０％以上の児童
がきまりを守ることができていると回
答した。引き続き、校内の共通ルー
ルとして徹底できるように繰り返し指
導していく。
　「授業改善プラン」の検討を教科部
会と学年分科会との２段階で行うこと
で、実効性の高い改善プランを策定
することができた。
（児童アンケート回答者数147人）
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・運動会や展覧会で自己表現を頑張っている姿が
見られた。
・児童が作品展に出品したものを持ち帰ったエレ
ベーターの中で会った時、「上手にできたね」と話し
かけたら、あまり褒められなかった様子、評価のコメ
ント等を付けるのも力添えになるのでは。
・校長先生が6年生一人一人を校長室に呼んで面
接をしてお話を聞いていた。6年生は緊張しながらも
自信に満ちた表情をしていた。また、校長先生が毎
朝校門で生徒一人一人に声を掛け迎えている姿に
信頼関係を感じる。
・いじめや不登校を未然に防ぐ対策は、100％に近
い対応をお願いしたいと思います。
・日本の子供は諸外国に比べ自己肯定感が低い傾
向にあるので、この取組はとても重要だと思いま
す。子供たちも様々なストレスにさらされ大変な時
代ですが、自信をもって生きていけるよう指導をお
願いします。
・自己肯定感のポイントが少しずつではあるが上
がっているのは教育の成果だと思う。自分を認めて
もらうことが基盤としてあることで他者を受け入れる
ことができ、いじめの減少にもつながっていると思
う。地道な働きかけの大切さを感じる。
・確かにこの時期、コロナで状況が難しいところ、本
校の縦割り班活動は十分に機能している。
・「児童が自分のよいところを見付けられる取組を
行う」が全教員が行ったことは素晴らしいと思いま
す。豊かな心の育成には、周りの大人全員で取り
組むべきと考えます。

・大いに開放して、自由にのびのびさせるのも良
い。（野球、サッカー、テニス、卓球、バレーボール
等）一人一スポーツ。
・ボール遊び、一輪車、なわとび等の遊びが大好き
で、特にボール遊びをしている時は、とても生き生き
としている。
・周りの意見を気にし過ぎて自分のやりたいこと（遊
び）を押さえている様子を感じることがある。
・広い校庭を生かした先生方の指導は素晴らしいと
思います。また、運動具の充実は、これからも続け
てほしいと思います。
・体の健康は心の健康にもつながります。コロナ禍
で活動が制限される中、体力の維持向上のため
様々な工夫をしてくださっていると思います。
・広い校庭と体育館設備の充実を利用して運動能
力の向上を期待。
・体育的な行事ができなかったり縮小されたりする
中、またコロナ禍であるからこそ、体力維持の大切
さを感じる日々が続いている。さらに工夫を重ね、
運動することの心地よさを伝えていっていただきた
い。
・現在、月一回バドミントン教室を行っていますが、
参加人数は増えてきています。何かジャンルを変え
て、土曜サポートを展開してはいかがですか。

・大森東だよりは、学校行事や児童のスケジュール
が把握できとても良い。
・大森東標語あいさつは、一日の始まりで、実践が
良いと思う。
・先生方同士で意見交換をする取組は素晴らしいと
思います。今後も児童の気持ちになって取り組んで
頂けましたらありがたいと思います。
・保護者90％以上が分かりやすい授業をしていると
回答しているのは素晴らしいことだと思います。授
業の改善に向け不断の努力をされている結果です
ね。引き続きよろしくお願いします。
・東小だよりしか情報なし。今年に期待。
・教員同士が学び合う場を継続して作っていってほ
しい。教職員が自殺をしたり心的な病気を患ったり
しているという報道が続いている。職場での助け合
い、理解を深め合う必要性を強く感じる。
・教員相互の勉強はとても良いと思います。また、も
う一つ違った人たちも加わったらステップアップにつ
ながる気がしました。0
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　学校教育のあらゆる場面で、児童
一人一人の良い所や頑張った姿を
褒めてきた。成果指標である児童ア
ンケートでは、肯定的評価が７６％で
あった。昨年度より２ポイント上がっ
たが、目標とした８０％には届かな
かった。今後は、高学年児童の自己
肯定感を高めていく取組の充実につ
いて組織的に検討していく。
　引き続き、友達同士で意見の交流
を行い、友達の考えを取り入れる活
動や頑張っている児童を全校朝会で
発表する取組等を充実し、児童の自
己肯定感を高める教育活動を行って
いく。
　今後もコロナウイルス感染症拡大
防止のため縦割り班活動等の高学
年児童が活躍する機会の制限が想
定されるが、限られた条件の中で児
童の豊かな心を育成する活動の工
夫を行っていく。
（児童アンケート回答者数147人）

4

4

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

4

Ａ 9

・コロナ禍で直接会う機会が少なかったので、コミュ
ニケーション活動も難しい。その中でのスマホ、タブ
レットの活用方法について良い勉強になると思う。
・ICT活用、人権教育を全教員で行っている様子が
子供たちの話から伝わってきている。
・変化し続ける社会に対応する能力は、これからま
すます必要になってくると思います。今の東小の先
生方の取組は素晴らしいと思います。
・これからの社会を生き抜く力を育てるための取組
は非常に重要だと思います。昨年より成果評価が
下がってしまったのは残念ですが、引き続き効果的
な取組をお願いします。
・自分の意見を発表できるコミュニケーション教育充
実の成果をアンケートから感じる。
・コロナ禍でweb授業などかなり進展しているのでは
と感じられる。学校から保護者に働きかけ協力しな
がら進めていくことも多いと思う。教員の方々の一
層の努力が求められる中、ご尽力いただけたらと
思っています。
・感受性の強いこの年頃においてはとても大切なこ
とと思う。
・保護者の方々から良い評価をいただいているとの
ことですので、この後に期待いたします。タブレット
導入は今の時代に不可欠な事、大変かと思います
がより良い効果へとお願いします。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

4

Ｂ 0

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

Ｄ 0

3

　それぞれの教員がプラン１の「未来
社会を創造的に生きる子供の育成」
に向けての取組を実践することがで
きた。引き続き実施していく。
　保護者アンケートでは８１％が肯定
的な回答をしており、一定の効果が
表れていると言える。一方で、「よく
分からない」と回答した保護者が１
０％いることから、学校便りや学年便
り、ホームページ等で学校の取組を
知らせていくことが必要である。
　特に今後は児童一人一台のタブ
レット端末が配備されるため、ＩＣＴ教
育をさらに充実できるように努めてい
く。そのための教員のＩＣＴ研修も充
実させ、ICT機器の活用方法を共通
理解していく。
(保護者アンケート回答者数105人)

【児童アンケート】

「学習（授業）が楽しい」
と答えた割合

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【保護者アンケート】

「学校は、これからの社
会の変化にしなやかに
対応する子供を育てる工
夫（外国語教育、論理
的・科学的な思考力の育
成、ICT活用、人権教育、
体力向上）をしている」と
答えた割合

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【児童アンケート】

「自分にはよいところが
ある」と答えた割合
(大田教育ビジョン成果指標)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【児童アンケート】

「運動をもっとしたい」と
答えた割合
(大田教育ビジョン成果指標)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【保護者アンケート】

「子供たちにとって分かり
やすい授業をしていた」
と答えた割合
(大田教育ビジョン成果指標)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【児童アンケート】
　
「地域の行事に参加して
いる」と答えた割合
(大田教育ビジョン成果指標)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上


